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企業会計の予算は２本立て

経常的
経費

投資的
経費

市税

市債
補助金

繰越金

水道料金

企業債
補助金
納付金
負担金 等

人件費
受水費

減価償却費
等

建設改良費
元金償還金

例）水道事業会計
支出 収入

収益的
収支

資本的
収支

一般会計
歳出 歳入

毎年度のサービス
に係る予算

インフラの整備
に係る予算
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予算の仕組み



水道料金

純利益

人件費
受水費

等

※減価償却費

収益的収支

経営活動の予定目標を明示
➡損益計算書に相当（損益取引）

収入:サービスの対価
支出:サービスの提供に係る経費

通常 支出＜収入
この収益的収支は通常，支出より収入が多く
なるよう設定される。
➡利益及び現金支出を伴わない経費は自己
資金として内部留保される。（現金等の裏付
けあり）

支出 収入

費用 収益

※【減価償却費】
固定資産（配水管，水源地施設
等）の価値減耗を耐用年数に応じて
費用化したもの。現金支出を伴わない
経費

内部留保
資金

資本的収支
不足額の補填
財源となる

2

予算の仕組み



企業債
補助金

建設改良費

元金償還金

資本的収支

支出 収入

不足額

インフラ整備の予定を明示
➡貸借対照表の増減（資本取引）

収入:インフラ整備に要する資金
支出:整備費や償還金等

通常 支出＞収入
この資本的収支は通常，収入より支出が大き
く上回り収入不足となる。
➡不足する額は，内部留保資金で補填する。

固定
資産

＋1年度

＋2年度

＋3年度

減価償却費

当年度末
貸借対照表

翌年度以降
収益的支出

…

支出の効果が複数年にわたるものを翌
年度以降，収益的支出に配分

法定耐用年数
に応じて費用化
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予算の仕組み



支出 収入

純利益

水道料金

納付金
負担金
補助金 等

人件費
受水費

等

減価償却費

建設改良費

元金償還金

補填
財源

内部留保資金収益的収支
（３条予算）

資本的収支
（４条予算）

適正な利益の確保が必要

施設を正常に稼働し，安定的に水道水を供給をするためには，
適切な料金設定のもと，一定の黒字を継続する必要がある。

固定資産に振替後
翌年度以降，費用化

収益費用

4

期首
残高

期末
残高

発生額

使用額

予算の仕組み

※水道事業では企業債借入
の計上なし



継続費について
予算の仕組み（補足）

①継続費の設定
継続費とは，完成に数年度

を要するものについて，事業
に係る経費の総額及び年割額
を予算に定めることにより，
複数年度にわたっての管理・
支出を可能にするものです。

②継続費の逓次繰越
予算の年度割額のうち，使

用しなかった部分については，
翌年度に繰り越し，使用する
ことができます。

これを継続費の逓次繰越と
いいます。

1年目 2年目 1年目 2年目

2億円 2億円 2億円 4億円

※ 例えば1年目に全く予算の執行が無かった場合，

次年度に当該未使用予算額が繰り越され，2年目に

使用できる予算が増加します。

例）期間５年，総額１０億円（年割額2億円ずつ）の事業の場合

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

2億円 2億円 2億円 2億円 2億円

事業の期間，事業費の総額，予算の

年度ごとの割り振り額（年割額）を

定めます

各年度の「当初予算」では

最初に決めた年割額の２億

円ずつを計上します
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令和５年度決算の概要

款 5年度
A

4年度
B

増減額
C（A－B）

伸率（％）

C／B

水道事業

収益 88.7 88.6 0.1 0.1

水道事業

費用 72.1 70.8 1.3 1.8

差引
（参考）

16.6 17.8 ▲1.2 ▲6.7

収益的収支
（単位:億円）

７

資本的収支
（単位:億円）

款 5年度
A

4年度
B

増減額
C（A－B）

伸率（％）

C／B

資本的

収入 8.0 6.2 1.8 29.0

資本的

支出 38.0 34.6 3.4 9.8

差引 ▲30.0 ▲28.4 ▲1.6 ▲5.6

基本料金免除に係る一般会計補助金の増
浄水施設の修繕費の増

収入・支出ともに増



業務予定量
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万戸 給水戸数 ℓ

一日一戸当たり給水量

4,236 4,225 
4,165 4,183 
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万㎥ 年間給水量（▧ 年間有収水量 ※）

※ 有収水量:料金徴収の対象となった水量

８

給水戸数 増
一戸当たりの使用量 下降

➡ 年間給水量 有収水量は減少する



予算額

款 6年度
A

5年度
B

増減額
C（A－B）

伸率（％）

C／B

水道事業

収益 90.1 89.8 0.3 0.3

水道事業

費用 79.4 80.8 ▲1.4 ▲1.7

差引
（参考）

10.7 9.0 1.7 18.9

収益的収支
（単位:億円）

９

資本的収支
（単位:億円）

款 6年度
A

5年度
B

増減額
C（A－B）

伸率
（％）

C／B

資本的

収入 8.3 8.4 ▲0.1 ▲1.2

資本的

支出 47.8 45.7 2.1 4.6

差引 ▲39.5 ▲37.3 ▲2.2 ▲5.9

収入は横ばい
支出は原水及び浄水費が減少

収入は給水申込納付金等が減
支出は老朽管更新事業等が増



主要事業
‣老朽管の更新・耐震化
（水道工務課） 約27億円

更新延⾧ 9.0km

１０

‣ 新規管路の整備・拡充
（水道工務課） 約1億9千万円

新設管布設事業 約２千円
0.07ｋｍ

北部地域区画整理
区域内整備事業

約1億７千万円
3.2ｋｍ

‣老朽設備の更新
（施設管理課） 約7億2千万円
各水源地設備更新工事 ほか

‣応急給水体制等の整備
(総務課，給排水課ほか) 約2千6百万円
中型免許教習，防災用備消品等



財務状況
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億円 企業債残高（ー新規借入）

平成１２年度以降，
黒字経営が続く。

※ 令和6年度は予算満額執行後の値

１１

平成２７年度以降，
企業債の新規借入れなし。



水道事業会計に関するその他のトピック

• 動力費（電気代）を始めとする物価高騰
電気代への国からの補助金の廃止，工事単価の増加

• 受水費単価の見直し
令和７年度以降の受水費単価が改定の予定

• 水道事業の所管官庁の変更
令和６年度から水道事業の所管官庁厚生労働省から国土交通省へ

• 柏市水道事業ビジョンの見直し
令和８年度以降１０年間の計画を策定

事業目標等とともに，料金改定の可否についても検討

１２
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令和５年度決算の概要

款 5年度
A

4年度
B

増減額
C（A－B）

伸率（％）

C／B

下水道事業

収益 106.6 105.8 0.8 0.8

下水道事業

費用 97.9 96.5 1.4 1.5

差引
（参考）

8.7 9.3 ▲0.6 ▲6.5

収益的収支
（単位:億円）

１４

資本的収支
（単位:億円）

款 5年度
A

4年度
B

増減額
C（A－B）

伸率（％）

C／B

資本的

収入 35.6 34.4 1.2 3.5

資本的

支出 52.4 66.9 ▲14.5 ▲21.7

差引 ▲16.8 ▲32.5 15.7 48.3

維持管理費の増 建設改良費の減



業務予定量
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万㎥ 年間汚水量（▧ 年間有収水量 ※）

※ 有収水量:料金徴収の対象となった水量

１５

水洗化人口 ゆるやかな上昇
一日平均有収水量 横ばい

➡ 年間汚水量も横ばい



予算額

款 6年度
A

5年度
A

増減額
C（A－B）

伸率（％）

C／B

下水道事業

収益 106.4 105.9 0.5 0.5

下水道事業

費用 103.8 101.8 2.0 2.0

差引
（参考）

2.6 4.1 ▲1.5 ▲36.6

収益的収支
（単位:億円）

１６

資本的収支
（単位:億円）

款 6年度
A

5年度
A

増減額
C（A－B）

伸率（％）

C／B

資本的

収入 55.2 48.3 6.9 14.3

資本的

支出 75.5 63.8 11.7 18.3

差引 ▲20.3 ▲15.5 ▲4.8 ▲31.0

維持管理費の増
委託料 修繕費

建設改良費の増
委託料



主要事業
‣ 雨水関連整備 （浸水対策）
（下水道工務課） 約15億5千万円
・大堀川左岸第10号雨水幹線工事
（令和5・6年度継続費）

・北部地域区画整理区域内整備事業 などを計上

１７

‣ 汚水関連整備（未普及等）
（下水道工務課） 約6億8千万円
・北部地域区画整理区域等へ汚水管整備

‣老朽化対策
（下水道工務課）約10億6千万円
・包括的民間委託による公共下水道管路施設
予防保全型維持管理（改築等）

・市直営による下水道管改築事業

‣災害用トイレ整備
（下水道工務課） 約1億3千万円
・市内中学校への災害用トイレ整備

‣ 流域下水道整備
（下水道工務課） 約４億7千万円
・手賀沼流域下水道及び江戸川左岸流域下水道に
関する整備



財務状況
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億円 企業債残高（－新規借入）

毎年度，利益を計上しているが
黒字達成は，一般会計の補助金頼り

※ 令和6年度は予算満額執行後の値

１８

・企業債残高は横ばい
・事業に合わせ新規借入れを
行っている



下水道事業会計に関するその他トピック

• 動力費（電気代）を始めとする物価変動

原油価格や為替変動に起因する委託料，動力費等の物価高騰

• 流域下水道維持管理費負担金の改定
令和６年度臨時改定 令和７年度定時改定

• 一般会計繰入金の削減
令和６年度予算では，基準外繰入金を４億円削減し繰入額が23億
円に減少

• 柏市下水道事業中⾧期計画の見直し
令和８年度以降の１０年間の計画を策定
事業目標等とともに，ウォーターＰＰＰ導入の可否や料金改定の
必要性等も検討

１９


